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意識啓発

コミュニケーション

社会貢献活動

毎年11月の環境月間にあわせて実施している「NECグループ環境経営意識調査」に08年度も参加しました。（参加率99.0%）その結果、

環境知識もあり行動も伴った高環境意識層（エコ・エクセレンス層）は48.4%でした。今後も継続的な環境教育、環境意識啓発活動を通

じて、2010年度までに全社員が環境知識があり行動も伴った環境意識の高い「エコ・エクセレンス」になることを目指していきます。

紙資源使用量削減のため冊子部数は従来の半分以下にし、電

子データでホームページ上でも公開しています。

環境報告書の発行

地域清掃活動 NEC Make-a-Difference Drive 活動

2008年度　環境意識調査結果

本社 横浜プリントセンター

08年度MDD収集実績

エコ・エクセレンス推移

本社ビルと横浜プリントセンターでは、環境月間に地域美化活

動として近隣生活道路清掃を実施しています。

日本ユニセフ協会や各NPO法人を通して発展途上国の子供達

の衛生・教育支援および飢餓撲滅活動等に寄与する目的で、

「使用済み切手、プリペイドカードの収集」「外国コインの収

集」「エコキャップの収集」等の社会貢献活動も行っています。

知識はあるが行動力の低い層
エコ・インテリジェンス

3%

知識も行動力も高い層
エコ・エクセレンス

49%

知識も行動力も低い層
エコ・イグノランス

17%

行動力はあるが知識の低い層
エコ・プレイヤー

31%
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実施日　　　2008年7月3日
参加人数　　171名（参加率42.8%)
ごみ収集量　40.5㎏

実施日　　　2008年6月9日
　　　　　　2008年11月14日
参加人数　　延べ132名
ごみ収集量　74.7㎏

使用済み切手
プリペイドカード
ディズニーランドパスポート
外国コイン
エコキャップ

886g
813g
40g
514枚

24,000個

※MDD：Make a Difference Drive（開発途上国支援活動）
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環境教育

2008年度　主な実施教育・訓練

グリーン製品の購入

環境保全活動は、従業員一人ひとりの意識と行動が基本となるため、環境教育を体系付けて積極的に推進しています。環境教育には、構

内従業員を対象とした意識向上一般教育と、環境活動に関連した業務に直接携わっている作業者に対して行う実務者訓練があります。

グリーン購入・調達

エコマーク商品をはじめ、パソコンの「国際エネルギースタープログラム」、グリーンマーク表示、リサイクルマーク表示品など、グリー

ン購入ネットワーク（GPN）に登録されている商品を積極的に購入し、「グリーン購入ガイドライン」に沿った調達を行っています。

GPN「オフセット印刷サービス」発注ガイドラインにおける対応

印刷用紙／複写用紙

インキ

製本のり

表面加工

ブランケット洗浄剤

環境対応用紙へ統合化推進

SOYインク（大豆油）

難細裂化ホットメルト（古紙リサイクル適正の向上）

OPニス（エコ対応及び古紙リサイクル適正の向上）

ドリームパウダー（とうもろこし原料）

有機溶剤中毒予防規則、PRTR非該当品

異動者教育風景 内部監査員フォローアップ教育風景

教育訓練名称

新入社員教育

異動者教育

除害施設等責任者教育

石油受入緊急対応訓練

廃棄物最終保管場所緊急時対応訓練

内部監査員フォローアップ教育

環境への取り組み紹介

環境活動、従業員への自覚

ボイラー設備の取り扱い

受入時漏洩処置

廃液・廃油漏洩処置

内部監査対応

内容

2008年4月

適宜

適宜

2008年12月

2008年9月、10月

2008年10月

実施時期
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リスク管理

法順守は環境保全上、経営上の基本事項であり、そのひとつと

して下記の各種測定分析を実施し、監視しています。2008年

度においてもすべて法規制値はもとより、自主管理基準値につ

いても適合を確認しています。

新規化学物質の導入および新規用途での使用にあたり、安全

性や環境配慮について充分な事前評価を実施し、環境管理委

員会で審議した上で、可決された物質に関して登録番号を付与

し管理しています。尚、化学物質排出把握管理促進法（PRTR

法）の第1種指定化学物質のうち、現在6種類※を使用しており

ます。報告義務量を大幅に下回っておりますが、使用量の把握

管理を実施し、使用量削減に努めています。

水質汚濁防止法、下水道法、騒音規制法、悪臭防止法

法順守

化学物質使用・管理状況

緊急時対応

測定対象の法規制

横浜プリントセンターでは、設備トラブル、ヒューマンエラー及

び天災等により想定される事故・緊急事態を特定し、それによ

る環境への重大な影響を防止、または最小限にとどめるため、

以下の対策を実施しています。

実施日　　　2008年9月10日

　　　　　　2008年11月17日

参加人数　　15名

廃液タンクからのオーバーフロー、廃油の漏洩、配管破損によ

る廃液の漏洩火災の発生等。

想定される事故・緊急事態

保護設備、液防護槽の設置、緊急事態発生時の対応手順の構

築、模擬訓練の実施。

対策

分析測定

区分 管理点 測定項目 測定頻度

水質 ボイラーブロー PH 常時連続監視／稼働時

騒音・臭気 工場敷地境界線 騒音、臭気 1回／月

作業環境 作業フロア 騒音 2回／月

騒音測定器

※化学物質排出把握管理促進法（PRTR法）対象化学物質6種：
ヒドロキノン、エチレングリコール、マンガン及び化合物、コバルト及び化合
物、モリブデン及び化合物、フロンR22

事前評価

使用部門 環境管理委員会

可
決新

規
化
学
物
質

Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
入
手

化
学
物
質

事
前
評
価
シ
ー
ト

作
成 環境管理委員会

（審議）

登録

購入許可

使用者教育

購入／使用
使用部門

審議 決済
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環境パフォーマンス

マテリアルバランス

廃棄物削減及び再資源化活動

横浜プリントセンターの事業活動において投入される各種資源と事業活動に伴って発生する環境負荷をマテリアルバランスシートとし

てまとめました。

横浜プリントセンターは、事業活動に伴う廃棄物の適正な管理と処理の方法を明確にし、再利用、再資源化等の促進による廃棄物の

処分量の減量化を図っています。また、毎年再資源化率95%以上維持を目標として活動を推進しています。

電力：1,431MWH
ガス：329m3　　
灯油：15.6kl
ガソリン：1.2kl　　

エネルギー

化学物質
（インキ他）

上水

印刷用紙

コピー用紙

CO2発生量

一般廃棄物

産業廃棄物

製品出荷

再資源化
711.5t （前年度比 79.1%）
古紙・アルミ等
（再資源化率95%）

IN OUT

横浜プリントセンター

資材部

印刷部

印刷部（総務G）

生産技術部

3,739m3

15.7t

2,877.7t

60.7t

562.8t （前年度比 88.5%）

10.3t （前年度比 79.8%）

40.8t （前年度比 173.4%）

51,254千m2

24.3
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2008年度　産業廃棄物排出量

再資源化率推移

2008年度　事業系一般廃棄物排出量
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発行　編集責任者／お問い合わせ先

NECデザイン&プロモーション株式会社
環境管理責任者　井手　正範

TEL： 03（5471）3701（代）
FAX： 03（5471）3744

●次回発行予定　2010年8月
※本資料の内容は、2009年6月現在の情報に基づきます。本資料は予告なく変更することがあります。



所在地

本社
　〒143-0006　東京都大田区平和島4-1-23（JSプログレビル）
　TEL : 03-5471-3701（大代表）
デザイン事業本部
　〒140-0002　東京都品川区東品川4-12-8（品川シーサイドイーストタワー7F）
　TEL : 03-5463-3560

田町事業所
　〒108-8001 東京都港区芝5-7-1（NEC本社ビル10F）
　TEL : 03-3798-9245

玉川事業所
　〒211-8666 神奈川県川崎市中原区下沼部1753（NEC玉川事業場内）
　TEL : 044-435-1984

府中事業所
　〒183-8501 東京都府中市日新町1-10（NEC府中事業場内）
　TEL : 042-333-8625

我孫子事業所
　〒270-1198 千葉県我孫子市日の出1131（NEC我孫子事業場内）
　TEL : 04-7185-7777

中部地区
　〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦1-17-1（NEC中部ビル 11F）
　TEL : 052-222-2155

関西地区
　〒540-8551 大阪府大阪市中央区城見1-4-24（NEC関西ビル 24F）
　TEL : 06-6945-3735

海外拠点
　NEC Media Products Trading (Shanghai), Ltd.

　[Of�ce Address]

　Unit2, 29F, Ciro's Plaza, 388 Nanjing Road West, Shanghai 200003 China

　TEL : +86-21-6334-6222 ext.707

　[Registration Address]

　Room 1506, No.1 Jilong Road, Wai Gao Qiao FTZ, Shanghai 200131 China

NECデザイン＆プロモーションはチーム・マイナス6%に参加しています。

http://www.nec-dp.co.jp/




